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  ＝広報の表紙写真（イラスト）を募集します＝
町内で撮影した写真を募集します。応募方法など
は町ホームページ、またはお問い合わせください。
【12月号締切11月８日（火）】
問い合わせ　企画公室秘書広報係（内線2008）

　先日、和歌山地方気象台長がお越しになり、懸
案事項であった「防災気象情報の発表区域の変
更」について説明をいただきました。
　今までは「かつらぎ町」としてひとくくりにし
て発表していた防災気象情報を「かつらぎ町かつ
らぎ」と「かつらぎ町花園」の二つに分割して発
表するという話です。分割されるのは令和５年３
月９日からということで、かつらぎ町以外には、
有田川町、日高川町が分割対象となっており、い
ずれの地域も同じ町内でありながら、気象状況が
異なっているため、地域に応じた適時・適切な防
災対応をとることが理由です。
　これにより、かつらぎ町は旧かつらぎ町地域と
旧花園村地域に分かれます。かつらぎ町の地域特
性と平年の年降水量を見ますと、「かつらぎ」と
「花園」では、標高差は1000ｍ程度あり、標高
250ｍ未満の平地の割合も異なっています。そし
て年降水量の平均値は「かつらぎ」に比べて南側
の「花園」の方が多く約800㎜の差があります。
　このように町の北端と南端で気象状況が大きく

異なることから、和歌山地方気象台に防災気象情
報の発表区域の変更をお願いしてきましたが、こ
の度、要望が認められ実現した訳です。
　発表区域の変更により「土砂災害警戒情報」や
「大雨、洪水警報・注意報」などは、対象となる
区域を絞り込んだ上で警報などを適時・適切に発
表・解除を行うことができます。このことによっ
て、避難に関する判断や実施体制を明確にするこ
とができます。
　さらに、警報・注意報および土砂災害警戒情報
などを「かつらぎ町かつらぎ」「かつらぎ町花園」
の区域ごとに発表することで発表回数が減少し、
より適切な区域に発表・解除も行えるようになり
ます。大雨警報（浸水害）では、「かつらぎ」で
約５割、「花園」で約４割減少、大雨警報（土砂
災害）では、「かつらぎ」「花園」共に約３割減少、
洪水警報では「かつらぎ」で約２割、「花園」で約
３割の減少を見込んでいるところです。

　　　　　　　　　　かつらぎ町長　中阪　雅則
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今年度、百歳を迎えた木下き
み子さん。
（P.14に関連記事あり）
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町からのお知らせ

● 知ってほしい 「糖尿病」国保国保国保 問い合わせ
健康推進課保険年金係（内線2214）

第５回 がん検診
あれこれこれこれインタビュー

伊都歯科医師会理事
たえなか歯科クリニック
院長 妙中泰之 医師

歯周病とからだの健康は関係があるの？Question

▲

第6回は「集団健診のメリットは？結果はいつ教えてくれるの？」
集団健診を実施している和歌山市医師会 集団検診科 大堀絢誉氏にインタビューします。

　糖尿病は、初期では無症状で気づかないことが多く、進行すると日常生活に支障をきたす合併
症（神経障害、網膜症、腎症）を引き起こす可能性が高い非常に怖い疾患です。
　令和２年度かつらぎ町の一人当たりの糖尿病医療費は、１,５２６円です。令和２年度は県下
３０市町村中、１５位と県平均より医療費支出は高い状況です。
　糖尿病は食事や運動の生活習慣の見直しで予防が可能です。特定健診で健康状態を把握し、保
健指導や健康教室を利用して健康維持に努めましょう。

糖尿病一人当たりの医療費
平成30年度 平成31年度 令和２年度

順位
１
２

市町村名
上富田町
みなべ町

824
949

2,454
1,414

医療費（円） 医療費（円） 医療費（円）

かつらぎ町

県平均 県平均 県平均
30

順位
１
２

市町村名
湯浅町
みなべ町

959
1,048

1,083
1,157

2,815
1,536

かつらぎ町

30

順位
１
２

市町村名
上富田町
有田川町

3,834
1,487

1,405
1,445
1,452

14
15
16

14
15
16

14
15
16

1,546
1,622
1,625

1,513
1,526
1,555

1,832
1,970
2,117

25
26
27

25
26
27

25
26
27

2,006
2,007
2,106

1,989
2,029
2,262

かつらぎ町

30

「和歌山県の国保の状況」より

今回は、たえなか歯科クリ
ニック院長妙中泰之医師
にインタビューします！

Answer
　歯を喪失する原因になっているのが歯周病であり、歯肉に炎症を
起こし、歯の根を支える顎の骨を溶かし、歯が抜け落ちてしまいま
す。また歯周病と全身の病気との関係も明らかにされてきていま
す。例えば、糖尿病が悪化すると歯周病菌に感染しやすくなり、歯
周病が重症化します。重症化すると誤嚥性肺炎や動脈硬化など、他
の病気の発症・悪化の原因となる場合もあり、歯周病は重症化する
まで自覚症状がない場合が多いため、定期的にかかりつけ歯科医で
検診を受けて早期に発見し、治療することが大切です。歯周病を予
防する事が全身の健康維持・増進にもつながります。

ご えん
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町からのお知らせ

11 月 は
児 童 虐 待
防 止 月 間

オレンジリボンにはオレンジリボンには
子ども虐待を防止するという子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。メッセージが込められています。

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

　

児
童
虐
待
は
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

身
体
的
虐
待

　

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
戸
外
に
し
め
だ
す
な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
た
り
聞
か
せ
た
り
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
お
風
呂
に
入
れ

な
い
、
ケ
ガ
や
病
気
を
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

　

無
視
す
る
、
言
葉
で
お
ど
す
、
子
ど

も
の
前
で
の
家
庭
内
暴
力
が
あ
る
な
ど

※
親
が
「
し
つ
け
」
だ
と
思
っ
て
も
、

そ
の
行
為
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け

る
も
の
で
あ
れ
ば
「
虐
待
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

　

子
ど
も
の
目
の
前
で
夫
婦
間
の
暴

力
・
暴
言
な
ど
を
行
う
こ
と
を
「
面
前

Ｄ
Ｖ
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
に
対
し
て
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

「
心
理
的
虐
待
行
為
」
と
な
り
ま
す
。

近
年
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

近
年
特
に
増
加
「
面
前
Ｄ
Ｖ
」

虐待が将来にわたって
子どもに与え続ける影響

　児童虐待は子どもの生命を脅かす
だけでなく、将来にわたって心を深
く傷つけます。

・言葉や学習の遅れなど「発達への
影響」
・低身長低体重・栄養不足など「身
体への影響」
・情緒不安定・自己否定感・強い不
安感など「心への影響」
・暴力性・自傷行為・対人関係の形
成など「行動への影響」
・適切な支援がないと「次の世代に
も虐待を起こすおそれ」 

令和４年度児童虐待防止推進月間最優秀標語
「もしかして？」ためらわないで！  １８９（いちはやく）
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町からのお知らせ

　

「
虐
待
は
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と

考
え
る
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

虐
待
は
決
し
て
特
別
な
家
庭
だ
け
に
起

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、
親
は
愛
す
る
我
が
子
へ

の
「
愛
情
」
「
親
心
」
か
ら
、
子
ど
も

の
悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り
に
目
が
い
っ
た

り
、
子
ど
も
が
将
来
少
し
で
も
失
敗
し

た
り
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
「
き
ち
ん
と
教
え
て
お
こ
う
」
「
し

つ
け
て
お
こ
う
」
と
思
う
も
の
で
す
。

実
は
そ
こ
に
「
虐
待
」
の
落
と
し
穴
も

存
在
し
ま
す
。

　

「
今
、
子
ど
も
を
ち
ゃ
ん
と
し
つ
け

な
く
て
は
」
と
強
く
思
う
あ
ま
り
、
つ

い
我
が
子
に
厳
し
く
叱
り
す
ぎ
た
り
怒

鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、

我
が
子
を
追
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
我
が
子
を
大
切
に
思
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
起
き
て
し
ま
う
小
さ
な

虐
待
も
あ
る
た
め
、
「
虐
待
は
決
し
て

他
人
事
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
虐
待
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す

自
分
の
状
態
に
気
付
く

　

大
切
な
こ
と
は
、
時
々
立
ち
止
ま
っ

て
「
今
の
自
分
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど

も
に
感
情
的
に
接
し
て
い
な
い
か
」
振

り
返
り
、
自
分
の
状
態
に
気
付
く
こ
と

で
す
。

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

　

そ
し
て
、
も
し
も
イ
ラ
イ
ラ
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
っ
て
子
ど
も
に
感
情
的
に

接
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

以
上
エ
ス
カ
レ
ー
ト
せ
ず
に
踏
み
と
ど

ま
る
た
め
に
、
例
え
ば
ト
イ
レ
に
行
く

な
ど
し
て
少
し
子
ど
も
か
ら
距
離
を

と
っ
た
り
、
冷
た
い
水
を
飲
ん
だ
り
、

深
呼
吸
を
す
る
な
ど
し
て
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
し
ま
し
ょ
う
。

誰
か
に
話
す

　

そ
れ
で
も
イ
ラ
イ
ラ
が
収
ま
ら
な
い

場
合
は
、
そ
の
気
持
ち
を
誰
か
に
聞
い

て
も
ら
う
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

一
人
で
子
育
て
の
大
変
さ
や
悩
み
を

抱
え
な
い
で
、
少
し
で
も
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
周
囲
の
人
や
相
談

機
関
に
相
談
し
、
自
分
が
楽
に
な
る
解

決
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

子
育
て
は
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
子
育
て
中
は
孤
独

に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
や
す
く
、

子
ど
も
を
必
要
以
上
に
𠮟
っ
た
り
叩
い

た
り
し
て
し
ま
い
や
す
い
時
期
で
す
。

頑
張
っ
て
い
る
自
分
を
ね
ぎ
ら
っ
た
り
、

自
分
だ
け
の
「
お
楽
し
み
」
の
時
間
を

作
っ
た
り
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
も
用
意

す
る
等
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
心
の
ゆ

と
り
を
作
る
こ
と
は
子
ど
も
の
為
に
も

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
親
と
し
て
の
自
分

も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

望
ま
な
い
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

周囲の人へのお願い

　あいさつだけでも構いません、子育て中の親や子どもに
やさしくひと声かけてください。周囲の温かいまなざしが
大きな心の支えとなります。地域や親のネットワークが広
がれば、子育てへの支援が増え、親の負担も軽くなってい
きます。
　また、気になる子どもや親を見かけた際には、その家庭
が早期支援を得られるためにすぐに情報提供願います。

※ご相談についての秘密は必ず守られます。

●かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22-8877）
●伊都振興局健康福祉部（☎0736-42-3210）
●和歌山県子ども・女性・障害者相談センター
　（☎189または073-445-5312）
●緊急を要する場合→かつらぎ警察署（☎22-0110）

相談・問い合わせ相談・問い合わせ相談・問い合わせ



　償却資産とは、土地・家屋以外の事業の用
に供する資産（構築物・機械・器具・備品な
ど）のことで、１月１日時点で所有している
場合は、固定資産税の対象となります。
 償却資産には土地・家屋のように登記制度
がないため、所有者が町に申告する義務があ
ります。税務課では申告状況、内容について
確認する場合がありますので、ご理解とご協
力をお願いします。

【償却資産の例】
　事務機器、駐車場舗装、商品陳列ケース、
屋外電気設備、看板、太陽光発電システムなど

問い合わせ
税務課固定資産税係（内線2043）

　20歳の皆さまの新たな門出を祝福するため
「二十歳のつどい」を開催します。対象者へ
11月中に案内状を送付します。案内状が届か
ない場合や、町外へ転出した方で出席を希望
する場合はお問い合わせください。

日程　令和５年１月８日（日）
　受付：午後１時30分～　開式：午後２時～
　終了予定：午後３時頃
場所　かつらぎ総合文化会館
対象者　11月１日現在、町に住民登録をして
　いる平成14年４月２日～平成15年４月１
　日生まれの方。

問い合わせ
生涯学習課社会教育係（内線3014）

● 令和５年
　 かつらぎ町二十歳のつどい

（旧成人式）● 償却資産申告を
　 忘れていませんか？

令和４年度
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町からのお知らせ

● 
か
つ
ら
ぎ
町 

自
分
ご
と
化
会
議
を
実
施
し
ま
す
！

　

（
事
業
仕
分
け
）

　

町
で
は
、
予
算
の
効
率
的
・
効
果
的

な
執
行
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
が
行
う
事
業
の
あ
り
方
を
有
識
者
な

ど
が
公
開
の
場
で
議
論
し
、
官
民
協
働

で
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
「
自
分
ご

と
化
会
議
」
を
実
施
し
ま
す
。
無
作
為

に
抽
出
し
応
募
の
あ
っ
た
町
民
判
定
人

の
皆
さ
ん
が
、
議
論
の
内
容
を
踏
ま
え

て
、
町
が
行
う
事
業
を
評
価
し
ま
す
。

　

当
日
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ

中
継
し
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
に

は
傍
聴
席
を
設
け
ま
す
の
で
、
傍
聴
を

希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

会
場　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館　

大

ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

町
が
行
う
次
の
６
事
業
に
つ

い
て
議
論
し
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

・
高
齢
者
サ
ロ
ン
事
業

・
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
補
助
金
事
業

・
起
業
支
援
事
業

・
農
林
業
基
盤
整
備
単
独
事
業

・
図
書
館
業
務

※
当
日
の
時
間
や
テ
ー
マ
の
順
番
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
傍
聴
席
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り

　

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
場
制
限

　

ま
た
は
傍
聴
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
中
止
の
際
は
、
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
、
事
前
の
体
調
管
理

　

な
ど
、
感
染
症
対
策
に
十
分
留
意
し

　

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
会
場
受
付
で
の
手
指
消
毒
な
ど
に
ご

　

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
政
策
調
整
係

（
内
線
２
０
１
３
）

参考：自分ごと化会議模擬仕分けの様子
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町からのお知らせ

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
侵
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
権
利
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
町
を
築
く

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
人
権
の
主
体

と
し
て
、
自
ら
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他

者
の
人
権
も
尊
重
し
、
さ
ら
に
は
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題
と
し
て

捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
教
材
の
活
用
や
、
講
座

へ
の
参
加
を
通
し
て
改
め
て
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
教
材

配
布　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
い
じ
め
、ネ
ッ
ト
依
存

な
ど
）・人
権
啓
発
作
文

＆
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

集
「
お
も
い
や
り
」

貸
し
出
し　

Ｄ
Ｖ
Ｄ（
26

作
品
・
20
〜
１
２
０
分
）

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係（
☎
22
―
０
３
０
３
・
内
線
３
０
１
４
）

部
落
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

同
和
問
題
は
解
決
へ
と
向
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
も
な
お
、
同
和
地
区

を
避
け
る
目
的
で
同
和
地
区
の
所
在
を

県
や
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
る
行
為
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
特
定
の
地
域
が

同
和
地
区
で
あ
る
と
指
摘
す
る
投
稿
や

同
和
関
係
者
を
誹
謗
中
傷
す
る
投
稿
を

行
う
な
ど
の
部
落
差
別
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

部
落
差
別
の
解
消
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
、
「
和
歌
山
県
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
則
り
、

教
育
・
啓
発
、
相
談
対
応
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
投
稿
を
プ
ロ
バ

イ
ダ
に
削
除
要
請
す
る
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
部
落
差
別
は

決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
過

去
の
問
題
で
は
な
く
現
実
の
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ

き
、
部
落
差
別
解
消
に
向
け
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

同
和
問
題（
部
落
差
別
）の
相
談
窓
口

・
（
公
財
）
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
３
―
４
２
１
―
７
８
３

０
・
フ
ァ
ク
ス
０
７
３
―
４
３
５
―
５

４
２
１
）

・
県
人
権
政
策
課
（
☎
０
７
３
―
４
４

１
―
２
５
６
３
・
フ
ァ
ク
ス
０
７
３
―

４
３
３
―
４
５
４
０
）

・
伊
都
振
興
局
総
務
県
民
課
（
☎
０
７

３
６
―
34
―
１
７
０
０
）

問
い
合
わ
せ　

県
人
権
政
策
課
（
☎
０

７
３
―
４
４
１
―
２
５
６
１
・
フ
ァ
ク

ス
０
７
３
―
４
３
３
―
４
５
４
０
）

11/11～12/10　人権を考える強調月間  
11/1～30　同和運動推進月間

◆人権講座　各公民館で人権講座を開催しますので、ご興味のある方はぜひご参加ください。参加費
は全て無料です。また町内外問わずどなたでも参加できます。締切日までにお申し込みください。

日時・内容・申込締切 会場・申込先
11／19（土）19：00～20：30
高齢になっても自分らしく
～私と地域ができること～
定員25人・11／12（土）締切

四邑公民館
☎22-5454

２／３（金）18：00～20：00
ＳＴＯＰパワハラ！～パワー・
ハラスメント入門講座～
定員30人・1／21（土）締切

見好公民館
☎22-6917

11／20（日）13：00～15：00
自分らしくあるために
定員30人・11／5（土）締切

妙寺公民館
☎22-6668

11／24（木）13：30～15：00
手話で歌おう！
定員20人・11／10（木）締切

花園集会所
申込先：花園
公民館☎0737
-26-0321

日時・内容・申込締切 会場・申込先
２／18（土）13：30～15：00
子どもから大人までみんなで
楽しく学ぼう手話講座
定員25人・2／4（土）締切

笠田公民館
☎22-1004

３／10（金）19：00～20：30
怒り・イライラとの上手なつ
きあい方講座
定員30人・2／24（金）締切

三谷公民館
☎22-2184

２／25（土）13：30～15：30
家事と育児は私の仕事？
地域で子育てトークサロン♪
定員25人・2／10（金）締切

大谷公民館
☎22-1644

３／４（土）10：00～11：30
子どもから大人までみんなで
楽しく学ぼう手話講座
定員20人・2／18（土）締切

四郷公民館
☎25-0002

詳しくは
町ホームページ

▶▶▶
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令和３年度決算報告
　令和3年度決算について、一般会計では歳入122億1072万2130円、歳出118億1910万3274円、
差引3億9161万8856円となりました。令和３年度にどれくらい収入があり、どのような目的で使わ
れたのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

　歳入のうち町税では、固定
資産税の減少により、町税全
体で651万3972円の減少とな
りました。

　歳出においては、令和２年度
に実施した特別定額給付金や大
谷小学校大規模改修の事業費減
少に伴い、歳出全体で４億3559

　また、歳入全体では特別定額給付金に係る国庫
支出金の減少により３億4662万9971円減少しま
した。

万4856円の減少となりました。

01 一般会計

歳入
02 一般会計

歳出

｜町税の内訳

｜支出科目の内容
個人町民税
法人町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
都市計画税
入湯税

議会費　議会活動など 　　総務費　自治振興･選挙など　
民生費　福祉･医療など 　　衛生費　保健･ごみ･し尿など　
農林水産業費　農林業振興など　  商工費　商工･観光振興など　
土木費　道路･公園の整備など　　消防費　消防･救急など　
教育費　小中学校･生涯教育など　公債費　町債(借入金)の返済　

６億1175万3094円
9161万4800円

９億9999万3740円
7894万7308円

１億2019万3293円
9748万4258円
275万4570円

03 主な実施事業

防災情報伝達シス
テム整備事業

事業費
３億4640万8700円

学童保育施設整備
事業

事業費
１億1104万1605円

妙寺団地建替事業

事業費
４億4680万8570円

新型コロナウイルス
対策関連事業

事業費
10億3378万6230円

広報かつらぎ  令和4年（2022年）11月号 8

令和３年度
歳入決算額
122億

1072万2130円

20億274万1063円20億274万1063円20億274万1063円

43億3686万2000円43億3686万2000円43億3686万2000円

18億1955万8194円18億1955万8194円18億1955万8194円

6億741万5214円6億741万5214円6億741万5214円

3億6643万7675円3億6643万7675円3億6643万7675円

1億9286万7433円1億9286万7433円1億9286万7433円

13億2060万円13億2060万円13億2060万円

15億6424万551円15億6424万551円15億6424万551円

令和３年度
歳出決算額
118億

1910万3274円

15億619万5240円15億619万5240円15億619万5240円

33億3569万5587円33億3569万5587円33億3569万5587円

8億5093万692円8億5093万692円8億5093万692円

4億2213万2209円4億2213万2209円4億2213万2209円2億1340万6677円2億1340万6677円2億1340万6677円

13億2559万4746円13億2559万4746円13億2559万4746円

7億6845万5680円7億6845万5680円7億6845万5680円

7億9436万3676円7億9436万3676円7億9436万3676円

14億4204万9531円14億4204万9531円14億4204万9531円

10億6728万2500円10億6728万2500円10億6728万2500円

9299万6736円9299万6736円9299万6736円

新型コロナワクチン接種イメージ新型コロナワクチン接種イメージ新型コロナワクチン接種イメージ防災ラジオ防災ラジオ防災ラジオ

笠田学童保育施設笠田学童保育施設笠田学童保育施設 妙寺団地3号館妙寺団地3号館妙寺団地3号館
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04 特別会計決算

05 公営企業会計決算

06 基金・町債

　全ての会計において、黒字決算となり、総額で60億6358万808円、歳
出58億7463万9813円、差引１億8894万995円となりました。

　公営企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける会計で、一般会
計や特別会計と区別されます。

　基金は条例に基づき設置するもので、特定の事業を行うためや、財源不
足に対応するために積立て・取り崩しを行う預金のことです。令和３年度

は普通交付税及び地方消費税交付金等の増額により、現在高が増加しています。
　町債は建設事業をするために町が行う借金のことです。後年にわたって借金を返済することで、事業
に係る世代間の負担を公平化します。令和３年度は、元金償還額が町債発行額を上回ったことで、現在
高が減少しています。

令和３年度は両会計において、黒字決算となりました。

4億239万9616円 3億6868万9933円

9億4229万5795円 8093万3322円

3370万9683円 5029万1156円 1億1400万839円

8億6136万2473円

水道事業会計決算

総 収 益

会　　　計　　　名

計

シビックセンター
国民健康保険事業
天野診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
花園地域交流推進施設運営事業

7345万355円
24億6658万7557円

913万9987円
6億2125万2860円
28億754万1687円
8560万8362円

60億6358万808円

7337万9612円
24億2615万9220円

875万8706円
6億1538万6443円
26億6538万4387円

8557万1445円
58億7463万9813円

7万743円
4042万8337円
38万1281円
586万6417円

1億4215万7300円
3万6917円

1億8894万995円

歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

総 費 用 当年度純利益

流動資産 流動負債 差　　引

前年度繰越利益
剰余金

当年度末処分利益
剰余金

下水道事業会計決算

4億8835万5178円 4億6982万2281円

5566万5023円 2億6674万6880円

1853万2897円 0円 1853万2897円

△2億1108万1857円

総 収 益 総 費 用 当年度純利益

流動資産 流動負債 差　　引

前年度繰越利益
剰余金

当年度末処分利益
剰余金

町民１人当たりの預金/借金

平成29年度 令和３年度
人口17,178人         人口16,055人
預金14万円            預金17万円
借金90万円            借金85万円

基
金
残
高

町
債
残
高

平成29年度 平成30年度 平成1年度 令和2年度 令和3年度

基金・町債 現在高の推移

※一般会計に係る基金・町債のみを集計しています。基金現在高 町債現在高

３０億００００万円

２５億００００万円

２０億００００万円

１５億００００万円

１０億００００万円

５億００００万円

０

１６０億００００万円

１５５億００００万円

１５０億００００万円

１４５億００００万円

１４０億００００万円

１３５億００００万円

１３０億００００万円

１２５億００００万円

154億7204万円154億7204万円154億7204万円

151億3290万円151億3290万円151億3290万円

２4億2766万円２4億2766万円２4億2766万円 ２3億8228万円２3億8228万円２3億8228万円 17億1531万円17億1531万円17億1531万円 20億2111万円20億2111万円20億2111万円 28億949万円28億949万円28億949万円
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141億8450万円141億8450万円141億8450万円
137億7200万円137億7200万円137億7200万円

137億771万円137億771万円137億771万円
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08 目的税等使用状況

, 

07 健全化判断比率
     資金不足比率

　健全化判断比率・資金不足比率は、町の財政状況を判断するための指
標で、前年度の決算を基に比率を算定し、すべての地方公共団体が毎年公
表します。この比率が一定の基準を超えた場合は、財政健全化計画などの
策定が義務付けられます。令和３年度決算の算定の結果は、すべての数値

　歳入のうち、都市計画税、入湯税、消費税交付金(社会保障財源分)、
森林環境譲与税については、一定の政策目的を達成するために使途

を限定されています。令和３年度におけるこれらの歳入の使途は、次のとおりとなっています。

において、早期健全化基準または経営健全化基準を下回っているため、健全化計画の策定は不要です。

健全化判断比率

資金不足比率

※実質赤字比率・連結実質赤字比率、資金不足比率は赤字額
　(資金不足額)がないため、「-」で表示します。

実質赤字
比率

特別会計の名称 経営健全化
基準

資金不足
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

令和3年度
(前年度)
早期健全化基準
財政再生基準

-
(-)

14.21%
20.00%

-
(-)

19.21%
30.00%

9.3%
(10.4％)
25.0%
35.00%

37.6%
(62.5％)
350.0%

水道事業会計
下水道事業会計

-
- 20%

用語の解説　❶実質赤字比率…町の一般会計などの赤字の比率　❷連結実
質赤字比率…町のすべての会計の収支を合算し、町全体としての赤字の比
率　❸実質公債費比率…借入金返済額の大きさを比率化したもので、資金
繰りの危険度を表す比率　❹将来負担比率…町全体の借入金や将来支払っ
ていく必要がある負担の残高の程度を表す比率　❺健全化判断比率…❶～
❹の比率の総称　❻資金不足比率…公営企業の資金不足を事業の規模と比
較したもので、経営状況を表す比率

①都市計画税　都市計画事業・土地区画整理
　事業の財源とするため、家屋や土地の所有
　者に課税されています。

③消費税交付金(社会保障財源分)　消費税の
　引き上げによる増収分で、社会保障施策の
　財源として活用するものとされています。

歳入額　9748万4千円
使途　下水道事業に係る事業費や町債償還の
　　　財源として活用しました。

②入湯税　環境衛生施設、消防施設などの整
　備、観光施設に係る経費の財源とするため、
　入湯客に課税されています。
歳入額　275万５千円
使途　観光トイレ清掃や観光パンフレット印
　　　刷に係る財源として活用しました。

④森林環境譲与税　 森林整備や林業人材の確
　保、木材利用の促進等の財源とするため、国
　から市町村に譲与されている税金です。
歳入額　2242万２千円
使途　私有林の管理意向調査や森林の整備事
         業の財源として活用しました。

歳入額　２億1046万円
使途　全額、こども園の運営経費の財源とし
　　　て活用しました。

都市計画事業費
下水道事業
町債償還
都市計画税
国庫支出金
町債
一般財源
その他

森林管理意向調査等業務委託料
環境林基盤整備事業補助金
森林再生統合事業補助金
現地確認用物品購入費

森林環境譲与税

４億5508万円
6374万６千円

３億9133万４千円
9748万４千円
1278万３千円
１億1980万円

２億2220万３千円
281万円

771万５千円
1189万円

281万２千円
５千円

2242万２千円

内
訳

財　

源

観光トイレ清掃業務委託料
観光パンフレット印刷

入湯税
一般財源

283万４千円
142万円

275万５千円
149万９千円

財
源

実質公債比率

将来負担比率単位：％

113.1

11.6

9.3

12.6

10.4
11.7

37.6

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0

単位：％

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度
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111.7

92.7

62.5

財源
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まちのわだいまちのわだいまちのわだい

第40回和歌山県小学校人権の花運動入賞校決定

　県人権啓発活動ネットワーク協議会主催の「人権の花運動」が今年も実施されました。
　今年は県下114校の応募があり、町内から最優秀賞に梁瀬小学校、優秀賞に大谷小学校、奨励賞に
笠田小学校、妙寺小学校、渋田小学校が選ばれました。
　この運動は、次代を担う小学生が協力して花を栽培することにより、情操をより豊かにし、これを
通じて児童が人権思想に対する理解を高めるとともに、豊かな人権感覚を身に付けてもらうことを目
的としています。

かつらぎ町西部公園パークゴルフ場
・多目的広場の整備完成を祝う会

　９月28日（水）、かつらぎ西部公園パークゴルフ
場・多目的広場の完成を祝し、記念式典が開催されま
した。
　かつらぎ西部公園は、紀の川流域下水道伊都浄化セ
ンター建設に伴う周辺整備事業として、平成30年に
18ホールのパークゴルフ場を整備し、今回新たに18
ホールを増設。子ども達が水遊びや芝滑りなどを楽し
める全面天然芝の多目的広場を整備しました。
　子どもから高齢者まで、遊びや交流の場として、野
外イベントやフリーマーケットなど地域の交流拠点と
して利用できますので、ぜひお越しください。

❶梁瀬小学校、❷大谷小学校、❸笠田小学校、
❹妙寺小学校、❺渋田小学校

❻テープカット 左から笠田西部自治区長、九度山町長、橋本市長、かつらぎ町長、
かつらぎ町議会議長、伊都振興局長 ❼祝う会式典 ❽新コース試し打ちの様子

❷❶ ❸

❹ ❺

❻

❼ ❽

まちのわだいまちのわだいまちのわだい
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かつらぎ郷土カルタ双六の寄贈

　笠田万葉サークル様から、「かつらぎ郷土カ
ルタ双六」を寄贈いただきました。これは、先
に出版されている「郷土カルタ」の姉妹版にあ
たります。
　双六遊びを通じてかつらぎ町の自然や歴史、
文化などを楽しく知ることができます。
小中学校、児童館、公民館で活用させていただ
きます。ありがとうございました。

日本郵便株式会社と
包括連携協定を締結

　９月６日（火）、日本郵便株式会社と包括連携
協定の締結式を行いました。
　この協定に基づき、双方が持つ資源や知識な
どを活用し、多岐にわたる分野で連携して取り
組むことで、町民サービスの向上や活力ある個
性豊かな地域社会の形成と発展を目指します。

大谷郵便局長 木下様と町長

※笠田万葉サークル：背ノ山を中心とした町の歴史と関係の
深い万葉を研究している団体

　遊び方
　かつらぎ町役場をスタートし、かつらぎ町キャラクターの駒で、サ
イコロの目の数を進み、かつらぎ町内の名所・旧跡などをめぐりなが
ら、ゴールのはなぞの温泉花圃の里を目指します。絵札のマスで止ま
ると、それに対応するカルタの読み札を読み、点を加算。ゴール時の
点数を競います。

▲

県司法書士会と「災害時にお
ける被災者相談業務の実施に
関する協定」を締結

　９月27日（火）、和歌山県司法書士会（会長
阪本秀人様）と、災害時における被災者相談業
務の実施に関する協定を締結しました。
　この協定は、災害が発生した際、住民の不安
解消と生活の復興を図ることを目的に、被災者
支援のための相談業務を適正・迅速に実施した
いという点で、和歌山県司法書士会様との意向
と合致するため締結する運びとなりました。

県司法書士会長 阪本様と町長

まちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだいまちのわだい
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くらしの情報  INFO

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を
対
象
に
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
活
動
に
関
わ
る
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
後
6
時
30

分
〜
午
後
8
時
30
分

場
所　

か
つ
ら
ぎ
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
・
団

員
お
よ
び
そ
の
保
護
者
・
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者

内
容　

心
と
身
体
を
整
え
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
た
め
の
ヨ
ガ　

講
師
：
花
澤
真
由

美
氏

申
込
期
間　

11
月
４
日
（
金
）
〜
12
月

２
日
（
金
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
※
土
日
祝
除
く（
先
着
30
人
）

服
装
持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
も
し
く

は
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局
（
生

涯
学
習
課
内
）
（
☎
22
―
０
３
０
３
・

内
線
３
０
１
７
）

町
長
部
局
（　

）
は
前
職

◆
産
業
観
光
課

▽
主
査　

井
本
嘉
宏（
危
機
管
理
課
主
査
）

◆
健
康
推
進
課

▽
主
査　

上
田
芳
嵩（
産
業
観
光
課
主
査
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
し
て
い

ま
す
。

 

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
益
田
光

則
氏
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

任
期　

令
和
４
年
９
月
18
日
〜
令
和
７

年
９
月
17
日

職 

員 

人 

事

お 

知 

ら 

せ

異
動
（
９
月
１
日
付
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

令
和
４
年
度
伊
都
地
方
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
指
導
者
等
研
修
会
の
開
催

和
歌
山
県
最
低
賃
金　

時
給
額
８
８
９

円効
力
発
生
日　

10
月
１
日
（
土
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
７
３
―
４
８
８
―
１
１
５
２
）

和
歌
山
県
最
低
賃
金
の
改
定

（1）今回の選挙に投票できる方
　日本国民で次の要件を満たす方。
要件　平成16年11月28日までに生まれ
た方で、令和４年11月９日現在かつらぎ
町に住所があり、引き続き３カ月以上か
つらぎ町に住んでいる方。
※令和４年８月10日以降に県内市町村か
ら転入した方で、県内の一つの市町村に
引き続き３カ月以上住所を有したことが
あり、その後も引き続き県内に住所を有
する場合、投票できます。

投票日

　11月27日（日）
投票時間
　午前７時～午後８時
　　　　（一部地域除く）

（2）期日前投票制度
　投票日当日（11/27）、仕事や旅行などの理由に
より投票所に行けないと見込まれる方のための制
度です。期日前投票をする方は、投票所入場券の
裏面「期日前投票宣誓書兼請求書」に必要事項を
記入の上、期日前投票所にご持参ください。
期日前投票所及び期間
期間　11月11日（金）～26日（土）
時間　午前８時30分～午後８時
場所　①町防災センター（役場南側）
　　　②役場花園支所

（3）新型コロナウイルス感染症対策
　選挙事務従事者などのマスク着用、消毒液の設
置、定期的な換気・消毒などの対策を実施します。
投票に来る際は、マスクの着用、人と人との距離
の確保などにご協力をお願いします。

● 和歌山県知事選挙のお知らせ 問い合わせ／かつらぎ町選挙管理委員会
総務課内（☎22－0300・内線2032）
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な
ど
も
説
明
し
ま
す
。
※
事
前
予
約
制
。

日
時　

11
月
18
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

定
員　

２
０
０
人
（
粉
河
税
務
署
管
内

の
源
泉
徴
収
義
務
者
、
原
則
各
１
人
）

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、
申
込
期
間
内

で
あ
っ
て
も
申
込
み
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
１
日（
火
）〜
14
日

（
月
）の
土
日
祝
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
年
末
調
整
関
係
な

ど
の
各
用
紙
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共
催　

粉
河
納
税
協
会
・
粉
河
税
務
署

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務

署 

法
人
課
税
第
１
部
門
（
☎
０
７
３

６
―
73
―
４
２
５
５
・
４
２
８
８
）

　

令
和
４
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
、

法
定
調
書
の
作
成
方
法
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
で
は
、
年
末

調
整
に
お
け
る
前
年
か
ら
の
変
更
点
を

は
じ
め
、
令
和
４
年
度
税
制
改
正
事
項

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説

明
会
の
開
催

　

説
明
会
は
、
「
事
前
予
約
制
」
で
開

催
し
ま
す
の
で
、
開
催
日
の
前
々
日
ま

で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日（
水
）・
14
日（
月
）、

12
月
13
日（
火
）の
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
45
分

11
月
28
日（
月
）、
12
月
８
日（
木
）・
20

事
業
者
の
方
へ
！
消
費
税
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
の
開
催

日（
火
）の
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

内
容　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
（
60

分
）
・
登
録
申
請
相
談
会
（
15
分
）

※
11
月
14
日
・
12
月
８
日
・
12
月
20
日

は
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け
の
内
容
で
す
。

場
所　

粉
河
納
税
協
会
３
階
会
議
室

（
紀
の
川
市
粉
河
８
８
２
―
８
）

費
用
・
定
員　

無
料
・
各
日
10
人

　

個
人
事
業
者
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
参
す
れ
ば
、
登
録
申
請
相
談
会
で
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
登
録
申
請
が
で
き
ま

す
。
そ
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
お
よ
び
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
関
す
る
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
・

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
い
わ
ゆ
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

共
催　

粉
河
税
務
署

・
粉
河
納
税
協
会

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

粉
河
税
務
署

法
人
課
税
第
１
部
門

（
☎
０
７
３
６
―
73
―
４
２
５
５
）

東
京
学
生
寮
入
寮
希
望
者
面
接

日時　12月17日（土）
　　　午後３時開演
　　　（午後２時30分開場）

場所　かつらぎ総合文化会館
　　　大ホール
料金　全席指定一般1,500円
　（当日2,000円）、高校生以下
　1,000円（当日1,500円）

チケット販売所　かつらぎ総
　合文化会館生涯学習課
※この公演は宝くじの助成により特
別料金となっています。

　

東
京
学
生
寮
の
新
規
入
寮
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時　

①
一
次
募
集　

12
月
11
日（
日
）

②
二
次
募
集　
令
和
５
年
３
月
12
日（
日
）

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
は
要
相
談
。
東
京
学
生

寮
で
は
随
時
面
接
可
。

場
所　

県
勤
労
福
祉
会
館
プ
ラ
ザ
ホ
ー

プ
（
和
歌
山
市
北
出
島
１
―
５
―
47
）

対
象　

東
京
近
辺
の
4
年
制
大
学
に
入

学
志
望
ま
た
は
在
学
中
の
男
子
で
保
護

者
が
県
内
在
住
の
方

定
員　

20
人
程
度

申
込
期
限　

①
11
月
30
日（
水
）

②
令
和
５
年
１
月
１
日（
日
）〜
２
月
28

日（
火
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
で
配
布
）
を
申
込
先
へ
郵
送
。

問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人
和
歌
山

県
奨
学
会
東
京
学
生
寮
（
☎
０
４
２
―

４
８
２
―
２
３
９
０
）

※新型コロナウイルス感染症の影響で内容の変更・延期・中止・になる場合があります。

国税庁ホームページ

インボイス
ホームページ

●宝くじ文化公演

問い合わせ　生涯学習課文化振興係（内線3016）

　チケット好評発売中！　世代をこえて読み継がれ
る日本生まれの名作を名俳優の語りで音楽と映像と
ともにお届けします。

渡辺徹の音楽付き朗読公演
～　と星のMusic Stories～
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障
害
に
関
心
の
あ
る
地
域
の
皆
さ
ま
。

実
施
方
法　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る

限
定
配
信
（
申
込
者
の
み
視
聴
可
）

申
込
期
限　

12
月
25
日（
日
）

費
用　

無
料

申
込
方
法　

①
住
所

②
氏
名
③
所
属
④
連

絡
先
を
記
入
の
上
、

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（polaris.kouenkai@
gm
ail.com

）

問
い
合
わ
せ　

県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス
（
０
７
３
―
４
１
３

―
３
２
０
０
）

日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
1
時
50

分
〜
４
時

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

内
容　

講
演
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
現
状
」
橋
本
保
健
所　

所
長

松
本
政
信
氏

講
演
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
正
し
く

知
っ
て
楽
し
く
感
染
対
策
」
橋
本
市
民

病
院　

感
染
管
理
認
定
看
護　

看
護
師

枡
田
美
加
子
氏

費
用　

入
場
無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ　

橋
本
・
伊
都
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
０
―
２
５
２
０
―
６
０
７
８
）
※

（
平
日
）午
前
11
時
〜
午
後
４
時

配
信
日
時　

12
月
12
日（
月
）午
前
９
時

〜
26
日（
月
）午
後
５
時

内
容　

『
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
自
尊

感
情
を
育
て
可
能
性
を
広
げ
る
対
応
・

支
援
の
方
法
〜
叱
ら
な
い
け
ど
譲
ら
な

い
提
案
・
交
渉
型
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
』

講
師　

武
田 

鉄
郎
氏
（
和
歌
山
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
職
開
発
専
攻

（
教
職
大
学
院
）教
授
）

対
象　

教
職
員
、
福
祉
関
係
者
、
発
達

健
康
講
座
の
開
催

発
達
障
害
の
啓
発
講
演
会

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
配
信

　

こ
こ
ろ
の
病
気
の
あ
る
方
と
生
活
し

て
い
る
家
族
の
方
々
へ
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

近
所
の
人
に
も
話
せ
な
い
よ
う
な
悩

み
を
、
家
族
だ
け
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
、
「
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ（
ら
っ
ぷ
）

で
元
気
に
な
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

開
催
し
ま
す
。
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
と
は
、
歌
う

ほ
う
の
ｒ
ａ
ｐ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

W
ellness

（
元
気
）Recovery

（
回
復
）

A
ction

（
行
動
）Plan

（
計
画
）の
略
で

す
。
家
族
が
元
気
に
な
れ
る
工
夫
が
発

見
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
５
日（
月
）午
後
１
時
30
分

令
和
４
年
度 

精
神
障
害
者

家
族
教
室
の
ご
案
内

集合　妙寺駅8時45分 または
　　  丹生酒殿神社9時15分

費用　1人1,000円 ※記念品・保険料含む
対象　小学生以上（中学生以下は保護者同伴）

コース　丹生酒殿神社～三谷坂
　　　　～丹生都比売神社（約5.4㎞/2時間半）

◆申し込み・問い合わせ
　高野山麓ツーリズムビューロ―
　（受付）平日9:00～17:00
　☎0736-26-7933

定員　先着30人

語り部・ご神犬と歩く
世界遺産三谷坂ウォーク

すずひめ号

日時　11月19日（土）8:45～12:30
※雨天中止。中止の場合は11/16正午までに
　町観光協会ホームページに掲載します。

　　

秋色に染まる美しい景色の中、語り部に
よる説明を聞きながら、ご神犬と一緒に
三谷坂を歩いてみませんか？

申込期限
11／10(木)
午後５時まで

丹
生
都
比
売
神
社

丹
生
酒
殿
神
社

申込フォーム

申込フォーム 町観光協会
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今
年
も
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

１
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
一
人
一
人
が
火
災
予
防
に
心
が

け
、
私
た
ち
の
町
か
ら
火
災
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　

火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

（
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
）

　

全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
と
な
り
、
10
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。
機
器
の
交
換
の
目

安
が
10
年
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

一
度
、
点
検
を
実
施
し
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

10
の
ポ
イ

ン
ト
―
４
つ
の
習
慣
・
６
つ
の
対
策
―

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。　
　

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。　

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

○
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト

ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付

い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

○
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、

10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

○
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び

カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、

備
え
て
お
く
。

〇
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火

対
策
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ　

伊
都
消
防
組
合
消
防
本

部
（
☎
22
―
０
１
１
９
）

〜
３
時
30
分

場
所　

橋
本
保
健
所
２
階
会
議
室
（
橋

本
市
高
野
口
町
名
古
曽
９
２
７
）

内
容　

Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
ら
っ
ぷ
）
で
元
気

に
な
ろ
う

進
行　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
櫻　

岩
橋
千
紗
子
セ
ン
タ
ー
長

費
用
・
定
員　

無
料
・
15
人（
申
込
制
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ　

橋
本
保
健
所

（
☎
０
７
３
６
―
42
―
５
４
４
０
）

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３

６
―
32
―
０
７
４
４
）

※新型コロナウイルス感染症の影響で内容の変更・延期・中止・になる場合があります。

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付　

年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
男
子
）

資
格　

①
一
般　

中
学
卒
業
（
見
込
み

含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子
、
②
推
薦

　

中
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
。）
17
歳

未
満
の
男
子　

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
も
の

受
付
期
間　

①
10
月
１
日（
土
）〜
令
和

５
年
１
月
６
日（
金
）、
②
10
月
１
日

（
土
）〜
12
月
２
日（
金
）

試
験
日　

①
一
次
試
験　

令
和
５
年
１

月
14
日（
土
）ま
た
は
15
日（
日
）・
二
次

試
験　

令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）〜
29

日（
日
）の
指
定
す
る
１
日
、
②
令
和
５

年
１
月
５
日（
木
）〜
７
日（
土
）の
指
定

す
る
１
日

※
記
載
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
変
更
事
項
は
お
問
い
合
わ
せ
ま

た
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

集

自
衛
官
等
採
用
案
内

　

年
間
を
通
し
て
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
が
学
べ
る
教
室
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
９
日（
水
）午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

内
容　

青
空
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
の
有
酸
素
運
動
〜

妙
寺
方
面
に
４
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
（
履
き
な
れ
た
運

動
靴
や
帽
子
）、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
雨
天
時
は
室
内
で
の
有
酸
素
運
動
に

変
更
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進

課
衛
生
係
（
内
線
２
０
５
９
）

糖
尿
病
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

教室実施時の様子教室実施時の様子教室実施時の様子
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・
町
児
童
虐
待
相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
22
―

８
８
７
７
）

・
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
22
―

２
３
２
２
）

・
か
つ
ら
ぎ
警
察
署（
☎
22
―
０
１
１
０
）

和
歌
山
県

・
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー〝
り
ぃ
ぶ

る
〞（
☎
０
７
３
―
４
３
５
―
５
２
４
６
）

・
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー（
女
性
相
談
課
）（
☎
０
７
３
―

４
４
５
―
０
７
９
３
）

・
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
「
わ

か
や
まm

ine

」
（
☎
０
７
３
―
４
４

４
―
０
０
９
９
）

・
警
察
総
合
相
談
（
☎
＃
９
１
１
０
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
の
何
で
も
相
談
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

期
間　

11
月
18
日（
金
）〜
24
日（
木
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
日
祝
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法
務
局
人

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

12
月
４
日
〜
10
日
の
「
人
権
週
間
」

に
、
弁
護
士
に
よ
る
人
権
相
談
を
実
施

し
、
人
権
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分　

※
１
件
あ
た
り
約
30

分場
所　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館
４
１
０

会
議
室
（
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
―

１
）
※
各
振
興
局
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
相
談
も
可
能

申
込
受
付　

事
前
申
込
制
・
先
着
６
人

特
設
人
権
相
談
の
開
設

権
擁
護
課
・
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
（
☎
０
７
３
―
４
２
２
―
５
１

３
１
）

11
月
４
日（
金
）午
前
９
時
か
ら
受
付
開

始
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
庁
人
権

政
策
課
（
☎
０
７
３
―
４
４
１
―
２
５

６
３
・
フ
ァ
ク
ス
０
７
３
―
４
３
３
―

４
５
４
０
）

　

11
月
12
日（
土
）〜
25
日（
金
）は
『
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
』
期

間
で
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
・
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
社
会
の
意
識
啓
発
な

ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
関

す
る
取
組
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
Ｄ
Ｖ
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

根
絶
を
目
指
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
窓
口

か
つ
ら
ぎ
町

・
住
民
福
祉
課
・
健
康
推
進
課
（
内
線

２
０
６
７
・
２
０
５
３
）

相　

談

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

問い合わせ

11／27（日）9:00～15:00

　平日、役場開庁時間内でのマイ
ナンバーカードの申請・受取が難
しい方はお越しください。

住民福祉課住民係(内線2065)

産業まつり
終了のお知らせ

　毎年11月に開催してい
ました「産業まつり」は、
令和２年度・３年度のコロ
ナ禍による中止を契機に、
事業の在り方について関係
者での協議・検討を行った
結果、終了することになり
ました。
　楽しみにしていた方やご
協力いただいていた関係者
の皆さまには急なお知らせ
でご迷惑をお掛けしますが、
ご理解のほどよろしくお願
いします。

問い合わせ
産業観光課商工観光係
（内線2212）
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相 談 窓 口

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

納期限
11月30日（水）

● 町民税・県民税　　　　第６期
● 固定資産税　　　　　　第６期
● 国民健康保険税　　　　第５期
● 後期高齢者医療保険料　第５期

町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。

相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30
※11/7は11:30集合

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

11/14㈪、28㈪

11/2㈬、12/7㈬

11/4㈮、18㈮

月～金曜（祝日除く）

①11/1㈫
②11/8㈫
③11/15㈫
④11/22㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①11/8㈫
②11/15㈫
③11/2㈬、30㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-5222

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリや健康
体操の方法などでお悩みの方
消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜（祝日除く）
11/7㈪料理（米１合持参）
11/8㈫小中高生居場所
11/11・25㈮女性居場所

11/2㈬※要電話予約

有　

料　

広　

告

●  有料広告募集中

１カ月 １万円

問い合わせ
企画公室秘書広報係（内線2008）

広告掲載サイズ（原寸大）
（縦50mm×横83mm）
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文芸の窓 　11月号では、文芸の窓特別版として、町内の小・中学生が、授業
で取り組んだ俳句・短歌を紹介します。
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森
が
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な
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田
小
学
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５
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学
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６
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学
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と
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６
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た
の
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史
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読
み
探
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知
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
小
学
校
６
年　

齋
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秀
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た
の
し
み
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ふ
っ
と
浮
か
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ア
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デ
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を

　
　
　
　
　
　

紙
に
描
い
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夢
つ
づ
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
小
学
校
６
年　

岸
岡　

由
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鶯
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さ
え
ず
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響
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天
野
里

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
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学
校
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笠
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３
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２
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品
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新
し
く

　
　
　
　

空
を
見
上
げ
る　

扇
風
機
た
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妙
寺
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２
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緊
張
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よ
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コ
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一
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踏
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２
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な
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寺
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３
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朱
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は
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ま
さ
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妙
寺
中
学
校
３
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四
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と
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香
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を
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雨
香
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
中
学
校
３
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浦
畑　

玲
奈
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PicUp!PicUp!PicUp! 新着図書

図書館
だより
11月の休館日
７・14・21・28日

開館 9:00～17:00
☎22-0303

裏
切
り
の
ギ
フ
ト　
　
　
　

穂
波　

了

ア
ナ
ベ
ル
・
リ
イ　
　

小
池　

真
理
子

空
を
駆
け
る　
　
　
　
　

梶　

よ
う
子

パ
リ
の
空
の
下
で
、
息
子
と
ぼ
く
の
３

０
０
０
日　
　
　
　
　
　
　

辻　

仁
成

喜
怒
哀
楽
の
お
経
を
読
む　

釈　

徹
宗

J
A
全
農
広
報
部
さ
ん
に
き
い
た
世
界

一
お
い
し
い
野
菜
の
食
べ
方

　
　
　
　

J
A
全
農
広
報
部
（
監
修
）

●
一
般
書

新 

着 

図 

書

そ
も
そ
も
選
挙
っ
て
な

に
？

「きょうは選挙の日。」
塚本　やすし（作）

児童書

才
能
を
決
め
る
の
は
、遺

伝
子
か
、そ
れ
と
も
環
境

な
の
か
？

一般書

「ぼくらに嘘がひとつだけ」
綾崎　隼（著）

人
生
は
、
い
つ
で
も
大
ど

ん
で
ん
返
し
。
最
高
の
最

期
、
始
め
ま
す
か
？

一般書

「終活中毒」
秋吉　理香子（著）

考
え
す
ぎ
の
プ
ロ
が
紡

ぐ
、
不
毛
で
豊
か
な
エ

ッ
セ
イ
１
２
３
本

一般書

「べつに怒ってない」
武田　砂鉄（著）

１
５
０
０
年
前
の
世
界
に

タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し

た
、
兄
と
妹
の
物
語
。

「タイム・ジャンパーズ１」
ウェンディ・マス（作）

よん（絵）

児童書 学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
読
者

と
と
も
に
考
え
る
。

「僕らが学校に行く理由」
渋谷　敦志（写真・文）

児童書

●
人
権
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
開
催

期
間　

11
月
15
日（
火
）〜
12
月
11
日

（
日
）

　

こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
一
般
書

差
別
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い
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悪
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す
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ジ
ヘ

う
ま
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ん
だ
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太
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ぞ
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）
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ベ
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社（
編
）
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図
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穴　

宮
田　

珠
己（
編
・
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コ
ん
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ガ
っ
ち
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、

ズ
バ
リ
あ
て
て
や
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！
の
本

　
　
　
　
　
　

ユ
ー
フ
ラ
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著
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お 

知 

ら 

せ
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

　大きな段ボール箱に、子
ども達が楽しめるように、
入り口や窓を作りました。
　最初は“あれ？何かあ
る？！”と、不思議がっていま
したが、“中はどうなってい
るのかな？”とちょっとドキ
ドキしながらも、興味津々
で窓から覗いたりしていま
した。
　二人で覗いているとお互
いの姿が見えてビックリ！！
「あっ！お顔が見えた！」と
楽しそうに笑っていました。
　子どもにとって秘密のお
部屋のようです。ぜひ遊び
に来てくださいね。

次回開催

10:00～11:00

参加者募集中！

開催：毎月１回
　　　（毎月の広報でお知らせ）

場所：笠田ふるさと交流館
費用：無料
対象：町内の未就学児と保護者

友だちをたくさんつくって、
　　　みんなで子育てしよう

問い合わせ
健康推進課衛生係
（内線2059）笠田育児サークル

室内遊びを予定

11/18(金)　笠田育児サークルでは、子育て
サークルの運営に興味がある方も
同時に募集しています。お気軽に
お問い合わせください。

11月のスケジュール
11/4・11（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

11/21（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容：「親子体操１・２・３！」
定員：６組　要予約：11/７(月)～

なかよし広場
祝日のためお休みです。

11/10（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容：「クリスマスブーツをつくろう!!」
定員：６人　要予約：10/27(木)～

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：保健福祉センター１階
問い合わせ　内線 6013・080-8317-3788

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。



　妊娠中から子育て期に関する相談に応じます。
保健師が常駐していますので、お気軽にご利用
ください。
時間  8:30～17:15  場所  保健福祉センター２階

問い合わせ  健康推進課衛生係（2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開放
を利用する方は、事前予約をお願いします。自宅で
検温をした後、ご来園ください。大人はマスク着用
をお願いします。予定を変更する場合があります。
町ホームページをご確認ください。

● 子育て世代包括支援センター
　（SUKU²）

● 育児サークル（10:00～11:00） ● 園庭開放

問い合わせ　聖心幼稚園（☎22-1336）
　　　　　　三谷こども園（☎23-3730）
　　　　　　佐野こども園（☎22-6260）

園名 日程 時間
11/4･18（第1・3金曜）
11/8（第２火曜）
11/15（第３火曜）

聖心幼稚園
三谷こども園
佐野こども園

9:30～11:00
9:30～10:30
9:30～10:30

日程 サークル名 場所
11/18（金） 笠田育児 笠田ふるさと交流館
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となる場合があり
　ます。詳細は、衛生係までお問い合わせください。
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11 月 保健カレンダー 場所／保健福祉センター
問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査

３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

11/30㈬

11/15㈫

11/11㈮
12/９㈮

11/９㈬

11/２㈬

11/２㈬
11/16㈬

12/７㈬

11/17㈭
12/８㈭
11/７㈪
12/５㈪

13：30～
15：00　

13：30～

10：00～

令和４年５・７月生まれ

令和４年５～８月生まれ 股関節異常の有無

受付時間は
個別に通知

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

平成31年４月生まれ
令和元年５月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和４年４月生まれ

令和３年11月生まれ
令和３年12月生まれ

令和３年12月生まれ
令和４年１月生まれ
令和２年９月生まれ
令和２年10月生まれ

２歳児健康相談

股関節検診
子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では受付時間を個別に通知しま
　す。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容などを
　変更する場合があります。その際は対象者に個別に通
　知します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前8時半の
　時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で警報が
　発令されていれば中止とします。ご不明な点はご連絡
　をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や熱がある、新型コロナウイルス感
　染者と濃厚接触、ご家族に感染の疑いのある方
　がいる場合は受診を見合わせてください。
・受付前に検温を行います。できる限りマスク着
　用と、手指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母等の同伴はご遠慮ください。
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（９月末日現在）
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こんにちは

９月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

たすくちゃん あさひちゃんけんしんちゃん

えまちゃん るきあちゃん

とおかちゃんあやとちゃん

　広報かつらぎの令和５年１月号の表紙を、
皆さんの笑顔の写真で埋め尽くし、新年をお
祝いしましょう。

●応募方法　撮影した写真を下記のメールに
　添付して、「①投稿者の氏名、②住所、③電
　話番号、④被写体の氏名」を書いてご応募
　ください。
　koho@town.katsuragi.wakayama.jp

注意事項
・被写体の方の了承を得た上で、ご応募くださ
　い。
・写真は縦で撮ってください。
・写真１枚に被写体は１人でお願いします。
・画像加工（特殊効果や文字の挿入）した作品、
　掲載に不適切であると思われる写真は掲載で
　きません。

・作品例のようにアップで撮影してください。
・掲載は被写体１人につき１枚です。
・応募多数の場合は、表紙以外での掲載となる
　場合があります。
・掲載時の大きさや位置は選べません。ご了承
　ください。

●対象　被写体が町内在住の人（年齢制限なし）

●テーマ　笑顔

●応募期限　11月30日（水）必着

「笑顔の写真」大募集「笑顔の写真」大募集「笑顔の写真」大募集 問い合わせ／問い合わせ／企画公室秘書広報係（内線2025）企画公室秘書広報係（内線2025）問い合わせ／企画公室秘書広報係（内線2008）

作品例

令和４年１月号表紙令和４年１月号表紙

応募者全員
　 掲載します！
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